
  令和８年 10 月１６日 

北九州市政策局 

 

報道機関 各位 

国家戦略特区の特例メニュー「特産酒類の製造事業」の規制緩和を活用し、市内３例目とな

るワイン醸造所「ラベンダーファーム＆ワイナリー」が本格稼働します。これに伴い、下記のとお

り醸造所開所式を開催します。 

本事業は、酒類製造数量基準の緩和（年間６ｋｌ→２ｋｌ）を活用した取組であり、単なる６次産

業化にとどまらず、ワイン醸造を鍵とした「障害者雇用（目標３０名）の創出」と「農福連携によ

る地域活性化」を同時に目指す社会課題解決型ビジネスの先行モデルです。 

若松区（ワタリセファーム）、小倉南区（ドメーヌ・ル・ミヤキ）に続き、門司区にも新たな醸造

所が誕生。市内で特区制度を生かしたワイン産業の広がりと、地域の新たな雇用・ビジネスの

創出につなげます。 

ぜひ取材のほどよろしくお願いします。 

 
１．開所式について  

日時：令和 8 年１０月２４日（土）1１:００〜12:３0（受付開始 10:３0） 

場所：ラベンダーファーム＆ワイナリー 醸造場（北九州市門司区大字猿喰４３５番地） 

主催：ラベンダーファーム株式会社  

出席者：北九州市長 

メルシャン㈱シニアワインメーカーほか 

内容： 

   ・式典（挨拶、テープカット） 

   ・瓶詰イベント 

   ・施設見学、テイスティング  など 

 

２．国家戦略特区（ワイン特区）及び本事業について 

（１）規制緩和による参入障壁の低減 

   従来の酒税法では最低製造数量基準が「6kl」と高いハードルでしたが、特区を活用するこ

とで「2kl」に緩和され、小規模事業者でも高品質な酒類製造へ参入が可能となりました。 

（２）「農福連携」による障がいのある人の雇用促進 

   ブドウの栽培・収穫・丁寧な選別（仕分け）・醸造・瓶詰め・ラベル貼り等、ワインづくりの多

岐にわたる工程に障害のあるスタッフが携わります。今後、障害者雇用を拡大し「30 名」の

創出を目指します。 

 
【問い合わせ先】 

① 醸造所開所式に関すること 

ラベンダーファーム株式会社    担当：奥村 ＴＥＬ：０９３－３４２－８５５８ 

② 国家戦略特区に関すること 

政策局サステナビリティ戦略課   担当：〔課長〕濱邉、〔係長〕江口 TEL：０９３－５８２－２１５６ 

 

門司区に新たな醸造所「ラベンダーファーム&ワイナリー」がオープン 

～規制緩和をフックに「農福連携（障害者雇用３０名）」を目指す 

持続可能なモデルが始動～ 

「ワイン特区」第３号！ 


